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ま X« 力 《 cs 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBPI) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， エ^ 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正 
すべきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISK 6302:2008 は 改正され この 規格に 置き換えられ， また， JIS D 9112:1991 は 廃止され， 
この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は， 著作権法で 保 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

こ の 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が あ る こと に 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 
用 新案 権に 関わる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(2) 



著作 桶 法に より 鶴 W での 襄颺， 転 《 ^は禁 止されて おります。 
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自転車— タイヤ 
Cycles— Tyres 

序文 

この 規格 は， 1997 年に 第 5 版と して 発行され た ISO 5775-1 を 基と し， 我が国の 実状 を 反映させる ため， 
技術的 内容 を 変更 して 作成した 日本工業規格 である 。 

なお， こ の 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， JA^P ヌ に 現定： t を 自転車に 用いる 空気 入り タイヤ （以下， 自転車 用 タイヤと いう。） 丞 
び 運戳専 J に理ヒ §2 丄ャ丄 お下し 運簿; f J え: ！ャ 丄ヒ ぅ__ 。上-に ついて 規定す る。 ただし， チュー ブラ タイヤ 
(丸 タイヤ） ^び チ仝 ニグ __ヒろ_ え:！ ヤには 適用し ない。 
なお， 自転車 用 タ ィ ャ 及び 運搬 車 用 タイヤ を 総称して タイヤと いう。 
注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 5775-1 ： 1997， Bicvcle tyres and rims 一 Part 1 : Tyre designations and dimensions (MOD J 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号" MOD" は， ISO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "修正して いる" 
こと を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

輸 M 鳞 II 二 力 Itil 系。 挖；^疰及 び携 雨; 5 洼 
き. 自 Ji 事 二分 遍 1 び 諸. 元 

JIS D 9421 自転車 一 リム 

注記 対応 国際規格 ： ISO 5775-2:1996, Bicycle tyres and rims -Part 2: Rims 及び Amendment 1:2001 
(MOD) 

さ- ¥ —- 碰- …コ: A ニ輕體 —雄 通 ii 

さ K おお… ， 適ざ^^^ 纏 二 引邏? 1迪9*^；5 

お^… 艇 纏- コ: び 勢 1 Stt?: も 二 鼠す..、 えどき や-求 や.^ 

fl^ L.?^7.—— 化学 111 ぇィ— ャ. ョ. 二. ど睡趟 

J お^? 金属お 料 il 遞諮験 方 ]ま 

J IS Z 8401 数値の 丸め 方 



著作権法 により 無断での 複製， ：.:':•; 止されて お り ます。 
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3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 生な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

3.1 

タイヤの 呼び 

タ ィ ャの 呼び は， "(え 1„ャ_ 外 fi が f び) ._上._丄 ぇ丄ャ . び )_"._;^J_ ま _」' げ ャ 幅の 呼び） ― （ リ ム径の 
呼び）" とする。 

3.2 

適用 リム 

タイヤの 性能 を 有効に 発揮させる のに 適した リ ム。 ただ し， 適用 リ ムの 種類， 形式 及び 呼び は， JISD 9421 
を 参照。 
3.3 

設計 寸法 

タイヤの 設計の 基 草と なる 寸法。 タイヤの 総 幅 及び タイヤの 外径の 総称 （表 1 〜表 3 参照）。 
3.4 

タイヤの 総 幅 

タイヤ を 適用 リムに 装着して， 標準 空気 圧 を 充填し， 負荷 を 加えない 状態 " での タイヤの 最大 幅 （図 1 
〜図 4 参照）。 

注記 タイヤ 幅 は， タイヤの 総 幅の 模様， 文字な ど を 除いた サイド ウォール 間の 直線距離 である。 
注 n タイヤが 接地し ない 状態 をい う。 

3.5 

タイヤの 外径 

タイヤ を 適用 リムに 装着して， 標準 空気 圧 を 充填し， 負荷 を 加えない 状態' 〕 の 外径 （図 1 〜図 4 参照）。 
3.6 

表示 空気 圧 

タイヤ の 性能 を 有効 に 発揮 させる ために タイヤに 表示して ある 空気 圧。 
3.7 

標準 空気 圧 

タイヤ の 性能 を 有効 に 発揮 させる のに 適した 空気 圧。 
3.8 

最大 空気 圧 

タイヤ の 性能 を 有効 に 発揮 させる のに 適し た 空気 圧の 最大値。 
3.9 

推奨 空気 圧 範囲 

タイヤの 性能 を 有効に 発揮させる のに 適した 空気 圧の 範囲 （最大値 及び 最小値）。 
3.10 

最大 負荷 

タイヤ に 標準 空気 圧 を 充塡 したと き， タイヤの 耐久性 を 有効 に 発揮させる ことができる 最大の 負荷。 
3,11 

PR (プライ レ 一ティング） 

タイヤ 強度の 目安。 最低 等級 は 2PR であり， 2PR の 場合 は その 表示 を 省略す る ことができる。 



作 権 法に よ り 無断で の斕 隱止 さ れて お り ま す。 
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3.12 

運搬 車 用 タイヤ 

夕 ィ ャ 幅の 呼びが 1 3 / 4 以上で 4 未満の BE タイヤ 又は WO タイヤで， リヤカー， 一輪車な どの 人力で 動 
かす 運搬 用 車両に 用い る タイヤ。 
3.13 

卜 レット' 

タイヤの 接地 部分の ゴム 層 （図 1 〜図 4 参照）。 
3.14 

ビー ド部 

タイヤと リムとの かん 合 部分 （図 1 〜図 4 参照）。 
3.15 

サイド ウォール 

ト レツ ドと ビー ド 部との 間の ゴム 層 (図 1 〜図 4 参照),, 
3.16 
まふ 

タイヤ 内部で ブラ ィを 形成して いる 繊維 線 （コード）。 
3.17 
プライ 

コードの 層。 裏 布の 枚数で 表す。 
4 種類 

タイヤの 種類 は， 用途 及び ビー ド 部の 形式に よって 区分し， 次に よる。 

a) 用途に よる 区分 用途に よる 区分 は， 自転車 用 タイヤ 及び 運搬 車 用 タイヤの 2 種類と する。 

b) ビ一ド 部の 形式に よる 区分 ビー ド 部の 形式に よる 区分 は， 次の 3 種類と する。 

1) W0 2 ?_ タイヤ （図 1 参照） 

2) HE— 3 し タイヤ （図 2 参照） 
お. -—Bg. 4 —)— ぇィ— ャ… (國. —3— 参. 照)... 

ま. 2 二- ^！：^-きタ！^-^^屋蹬愚格：^も…ろ上—ヒニ上サ丄-ヒリ-^-乂ぉ—リ-^厶…^^ぇョ-チョ—ス上. 

ぇィ— Z! 丄 生-— (-? I」 リ —A— )— に 取り. せ-は^. 二？ 丄ャ 二. ビ— ェ-？ ぶ 二^ 

3 !.—- お 9-0„ke—4_ 旦 4g^9M ―。 …教范 遍 g 現 格— でえ も.…?— ク— ク… ド —ピ: 二 1^ 

二 fill 壬2 だ 二え 丄ャぶ 邏定レ 1 ヒ 
4) ^Beaded Edge の 略。 



著作 aa; により mm て の Htj, ： ニム ヽ は 禁止 されて おり ま す。 
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図 1— WO タイヤ 




図 2 HE タイヤ 




5 if 兀 

タイヤの 諸元 は， タイヤの 種類に よって 区分し 泰 J 二 奉 A による。 ただし， g 遮 者閩せ 協塞'_にょ_?- 

て 表 1 〜表 3 に 規定す る 以外の タイ ャの 種類， 夕 ィャの 呼び， 適用 リ ム 及び 標準 空気 圧 を 使用 しても よい。 
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表 1 一 WO タイヤ 





適用 リム 


設計 寸法 


標伞 空' ヌ飞) 土 


取大 何 


ね ノ み/^ 11、 で / に、 


呼び 


形式 


夕 ィ ャの総 幅 
mm 


タイヤの 外径 
mm 


Kra 


(Mm) 
kg 


つ 

Id x r/ 8 


16X1 \ 


WO - 2 又は SS 


37 


425 


300 


40 


/ o n つ/ 1 n 、 




WO- 3 又は SS 


38 








18 x 17 8 


18X1% 


WO-2 又は SS 


37 


476 




45 


/つつ y| ハハ、 

U/-400J 




WO-3 又は SS 


38 








20 X ] 7 8 


20 X ■ 


WO-2, 5 又は SS 


37 


527 




50 


(37-45 1 ) 




WO-3 又は SS 


38 








22X1% 


22X1% 


WO-2, 5 又は SS 


33 


569 


400 




(32-501) 




WO-3 又は SS 


34 








22 X l 3 / 8 




WO-2, 5 又は SS 


37 


577 


300 


55 


/つ， C f\ 1 \ 

U 7-50] J 




WO-3 又は SS 


38 








22 X l V 2 




WO-2, 5 又は SS 


39 


581 




60 


V4U-501 ) 




WO-3 又は SS 


40 








22 X l 3 / 4 




WO-2, 5 又は SS 


45 


593 


250 


80 


(ah C A 1 l 

^47-501 j 




WO-3 又は SS 


46 








24 X] 3 / 8 


24 x 17 8 


WO-2, 5 又は SS 


37 


616 


300 


60 






WO-3 又は SS 


38 








25 x rv 8 


25X1% 


WO-5 又は SS 


37 


641 




65 


(3 /- 565) 




WO-3 又は SS 


38 








26 x 】 ソ 4 


26X l'/ 4 


WO-2 又は SS 


33 


663 


400 




(32-59/) 




WO-4 又は SS 


32 








26 X l 3 / 8 


26Xl 3 / 8 


WO-2, 5 又は SS 


37 


666 


300 


70 


(37-590) 




WO-3 又は SS 


38 








26 X l '/ 2 


26XlV 2 


■2 又は SS 


39 


664 






(40-584) 




WO-3 又は SS 


40 








26X1% 




WO-2 又は SS 


42 


670 






(44-584) 




WO-3 又は SS 


43 








27 X 1 


27XlV 4 


WO-4, SS 又は CT 


25 


680 


700 




(25-630) 














27X1% 






28 


686 


600 




(28-630) 














27X l'/ 4 






32 


694 


500 




(32-630) 














700X25C 


700C 




25 


672 


700 




(25-622) 














700X28C 






28 


678 


600 




(28-622) 














700X32C 






32 


686 


500 




(32-622) 














27X l 3 / 8 


27 x 1% 


WO-2 又は SS 


37 


704 


300 




(37-630) 














28X1% 


28X 17 8 




37 


716 




75 


(37-642) 














注記 1 ( ) P 


'3 の タイヤの 


呼び は， 対応 国際規格に 規定され た 呼びで， タイヤ 幅の 呼び-リム 径の 呼び を 示す。 


注記 2 適用 リムと して SS リム を 用いる 場合 は ， リムの 呼び 幅が WO リ ム の 規定 リ ム 幅の 近似値の もの を 用いる。 
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表 2 — 丽 タイヤ 





適用 リ ム 


HknT 、ナ 法 


は 'や？ やに "リ： 


W 大 負荷 


タイ ャ の呼ぴ 


呼び 


形式 


タイヤの 総 幅 

mm 


タイヤの 外径 
mm 


kPa 


(質量） 
kg 


12.5〉<2.25 又は 

12'/ 2 ><2'/4 


寸 

CM 

X 


HE-1 又は HB 


57 


320 


250 


40 


14X1 .50 


1 4 入 丄./ ：> 




40 


340 








1 4 八 1 .jv 


HE- 5 又は HB 


38 








14 X 1.75 


丄 4 へ 1 . / j 


HE- 1 又 ふま HB 


45 


349 




45 




14 入 丄 つり 


HE- 5 乂は HB 


43 








16 X 1.50 


1 ◦ 入 1 . / J 


HE-1 又は HB 


40 


391 








1 a y 1 く n 

1 O A 1 J り 


HE- 5 乂 ふま HB 


38 








lo X 1 .75 


1 り 入 1 . / J 


TT「 1 V J i J- T T n 

HE-l -乂 （ま HB 


45 


400 




50 




1 入 I . jU 


HE-5 又は HB 


43 








1 8 X 1.50 


1 Q V 1 つく 


HE-l 又は HB 


40 


44 1 




55 






HE-5 乂は HB 


38 








18 x 1.75 




HE-l 又は HB 


45 


450 




60 




i 八 l.DU 


HE-5 又は HB 


43 








20 X 1.50 


20 X 1.75 


HE-l 又は HB 


40 


492 








20X 1.50 


HE-5 又は HB 


38 








20 X 1.75 


20 X 1,75 


HE-l 又は HB 


45 


501 




65 




20 X 1.50 


HE-5 又は HB 


43 








20 X 2. 125 


20 X 1.75 


HE-l 又は HB 


54 


517 




70 


22 X 1.75 


22X1.75 




45 


552 








22 X 1.50 


HE-5 又は HB 


43 








24 X 1.50 


24 X 1.75 


HE-l 又は HB 


40 


594 




75 


24 X ,1.75 






45 


603 




80 


26X1.50 


26X1.75 




40 


645 






26 X 1.75 






45 


654 




85 


26X2.125 






54 


674 




90 


注記 適用 リ ム として HB リム を 用いる 場合 は， リ ムの 呼び 幅が HE リ ムの 規定 リ ム 幅と 同値 又は 近似値の もの を 用 

いる。 


表 3 - BE タイヤ 




適用 リム 


設計 寸法 


標準 空気 圧 


最大 負荷 


タイヤの 呼び 


呼び 


種织 又は 
形式 


タイヤの 総 幅 
mm 


タイヤの 外径 
mm 


kPa 


(質量） 
kg 


26X 1 3 / 8 


26X1% 


BE - 1 


39 


668 


300 


70 


26X 1 3 / 4 


26 X ] 3 / 4 




46 


685 




100 


26 X 1 3 / 4 欄 












HO 


26X2 


26X2 


BE 


52 


698 




130 


26 X 2 4PR 










350 


150 


26X2% 


26X2% 


BE 


70 


700 


300 


180 


26X2% 4PR 










350 


210 


26X3 4PR 


26X3 




80 


687 


300 


250 



著作 だ ： よに より MKwicit tm 了 は 禁止 されて おります。 
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6 タイヤの 寸法 
6.1 タイヤの 総 幅 

使用 時 における タイ ャの総 幅 は 6.3 によつ て 測定 し ，泰 1 二 春 3 に 規定す る 設計 寸法の タイヤ の 総 幅 に 対 
する 増加 量が 3 mm を 超えて はならない。 
6.2 タイヤの 外径 

使用 時に おける タイヤの 外径 は 6J によって 測定し， 奉ユ: ^奉え に 規定す る 設計 寸法の タイヤの 外径に 対 
する 増加 量が 6 mm を 超えて はならない。 
6.3 使用 時に おける タイヤの 寸法 測定 

タイヤの 寸法 測定 は， 袤.！.::: 奉 A の 適用 リムに タイヤ を 装着し， 表示 空気 圧 を 充填して から 24 時間 経過 

後， 再び 表示 空気 圧に 調： ^し， 負荷 を 加えない 状態で 行う。 表示 空気 圧に 範囲が 示されて いる 場合 は， 最 
大 値で 行 う 。 

ぇ丄ャ や-辻 径^-，. -ノ— ギヱ工 挪定 t さ-を ス^ 塑製鲞 ^で- タ―丄 ヤ^ i 歷き jfj.- ，…そや^ 

除して 求める。 タイヤの 総 幅 は， ノギスで 測定す る （図 1 〜図 4 参照）。 



7 品質 
7.1 外観 

タイヤの 外観 は， 形状， 肉 厚と もに 均整で， きず， 気泡， ゴム 割れ， ゴム 流れ 不良 及び 異物 混入に よる 
有害な 欠点が な く ， 表 1 〜表 3 に 規定す る 適用 リ ム 又は 受渡 当事者 間の 協定に よる リムに 装着した と き， 
著 しい 振れがない も のでな ければ な ら ない。 
7.2 性能 

タイヤの 性能 は， 自転車 用 タイヤ 及び 運搬 車 用 タイヤに 区分し， 箇条 8 によって 試験し， 表 4 又は 表 5 
の 規定に 適合 し なければ な ら ない。 



タイヤの 総 幅 



タイヤ 幅 



卜 レッド、 




図 4 一 タイヤの 寸法 測定 (HE タイヤ) の 一例 



m\Hrj..i: L り *w での 蒙襄. に 止されて おります。 
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表 4 一 自転車 用 タイヤの 性能 



坂 目 


-二 や E ん 

mm 


1 生！^ 


ち b '-■ '-'i 夂 
r^ikisl 条 


ト レ ッ ド ゴムの 引 張 
5 虫 さ 


ト レツ ド ゴムの 引 張 


S.OMPa 以上 


8.1 


レ 1 ノ 、リ レ、、 つ、、 ん rr^ /rh T t 
「レツ 「コム vjy^ ひ 


350 % 以上 


耳 ゴムの 耐 わん 曲 性 a) 


耳 ゴムの わん 曲 試験 


折 損して はならない 


8.2 


ビー ド ワイヤの 引 張 
強さ b ) 


ビー ド ワイヤの 引 張 

試験 


3.2 kN 以上 


8.3 


裏 布の 引 張 強さ 


裏 布の 引 張 試験 


40.0N7mm 以上 


8.4 


お 




ゴム 及び 布 間 


2.0 N/mm 以」 二 


8.5 


布 及び 布 間 


2.0N/mm 以上 


破壊 エネルギー 


プラン ジャ一 試験 


7.0 J 以上 


8,6 


タイヤの リ ム 外れ 強 

さ b ) 


タイヤの リ ム 外れ 水 
圧 試験 


タ 
ィ 
ャ 
の 
呼 

び 


幅 | 3 / 8 (又は 1.37) 未満の もの 


800 kPa 以上 


8.7 


幅 賺 8 (又は 1.37) 以上 

幅 1 3 / 4 (又は 1.フ 5 ) 未満の もの 


600 kPa 以上 


幅 3 / 4 (又は 1.75) 以上の もの 


500 kPa 以上 


走仃 耐久性 > 


- / 一 -r* L 'に iL. ゴ — .1 1 FF 八. 

走 ィ了 耐久性 験 


タ 
ィ 
ャ 
の 

び 


外径 18 以下の もの 


2 000 km 


8.8 


外径 20 以上 25 以下の も の 
外径 26 以上で 

幅 3 / 8 (又は 1.37) 未満の もの 


3 000 km 


外径 26 以上で 

幅 1% (又は 1.37) 以上の もの 


5 000 km 


サイ ド ゴムの 耐ォゾ 
ン 劣化 性 


サイ ド ゴムの オゾン 
劣化 試験 


.IIS K 6259 に 規定す る 亀裂の 状^が C — 2 以内 とする 


8.9 


注 a) BE タイヤに 適用す る。 

b) WO タイ ャ 及び HE タイヤ に 適用す る 。 

c) タイヤの 呼び 別に 規定す る 走行 耐久 距離に 到達す るまで 走行 試験 を 行い， その 間に リ ム 外れが な く ， 試験 後， 
タイヤに 目視で 認められる 布切れ， セ パレー シ ヨン 及び 布 層に 達する ト レツ ド ゴムの 亀裂の 発生が あって は 
ならない。 



著作 ft.ii によ り 爐澌 での at 靄. 転載^ は 禁止され てお り ます。 
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表 S — 運搬 車 用 タイヤの 性能 



m 白 


ff々 

mm 


性能 


ん入 u=ll 朵 


し i 、> i、、 つ、、 1 rr\ P 1 PF^ 
卜 レツ 卜 コムの 引 張 


1 1 、、い、 ―、、 1 7\ 1 TIE 

卜 レツ 卜 コムの 引张 






S.O MPa 以上 




8.1 


強さ 


試験 














ト レツ トコ ムの伸 ひ 




300 % 以上 




耳 コ ムの耐 わん 曲 性め 


耳 ゴムの わん 曲 試験 


折 損して はならない 


8.2 


ビー ド ワイヤの 引 張 


ビー ド ワイヤの 引 張 






3.2 kN 以上 






8.3 


リ虫さ D ) 


，キ It ム 














裏 布の 引^ 1 j 虫 さ 


裏 布の 引 張 g ん f 臾 


タ 


幅 置 4 (又は 1.75) 以上 


2 PR 


50.0 N/mm 以上 


8.4 






ィ 
ャ 
の 


幅 2'/ 2 (又は 2.50) 未満 


4 PR 


32.0N/mm 以上 








の もの 














呼 

び 


幅 匿 / 2 (又は 2.50) 以上 


2 PR 


50.0 N/mm 以上 








の もの 




4 PR 


40.0 N/mm 以上 














6 PR 


32.0 N/ram 以上 




HiT* コム 

お、 着 弓 虫 さ 


剥離 g 式 1 央 


ゴム 及び 布 間 


2.0 N/mm 以上 


8.5 






布 及び 布 間 


3.0N/mm 以上 




破壊 エネルギー 


プラン ジャー 試, 験 


タ 


幅 ■ (又は 1.75) 以 ―. ヒ 


2 PR 


10.0 J 以上 


8.6 






ィ 
ャ 
の 


幅 匪 / 2 (又は 2.50) 未満 


4 PR 


12.0 J 以上 








の もの 














睐 

び 


幅 2'/ 2 (又は 2.50) 以上 


2 PR 


10.0 J 以上 








の もの 




4 PR 


16.0 J 以上 














6 PR 


20.0 1 以上 




注 a) BE タイヤに 適用す る。 














b) WO タイヤに 適用す る。 















8 試験 方法 

8.1 トレ ッ ド ゴムの 引 張 試験 

J1S K 6251 に 規定す る 方法に よって ダン ベル 状 3 号 形 試験 片を 用いて 試験し， 引 張 強さ 及び 切断 時 伸び 
を 測定す る。 ただし， 試験 片は 試料から 剝ぎ 取った ト レツ ド ゴムの 接地 部から タイヤの 円周 方向に 採取す 

る。 

8.2 耳 ゴムの わん 曲 試験 

試料から 試験 片 として 長さ 約 100 mm の 耳 ゴム を 注意 深く 剝 がし 取り， 試験 片の タイヤ 内壁に 接する 耳 
ゴムの 底面の 中央部 を， 試験 片の 長さの 方向に 直角に 置いた 直径 10 mm の 丸 棒に 沿い， 徐々 に 直角 にな る 
までわん 曲 させ， そのまま 1 分 間 保持し， 損傷が 起こる かどう か を 調べる。 試験 室の 標準 温度 及び 標準 湿 
度 は， JISK62S0 の 6.1 (試験 室の 標準 温度） 及び 6.2 (試験 室の 標準 湿度） による。 
8.3 ビー ド ワイヤの 引 張 試験 

ビー ド ワイヤの 引 張 試験 は， 次に よる。 

a) 硬 鋼線の 場合 試料が 1 線から なる もの は， 接合 部が 中央に 位置す るよう に， 長さ 約 200 mm の ビー 
ド ワイヤ を 採り， JISZ2241 に 規定す る 方法に よって 行う。 引 張 強さ は， キロ ニュートン （kN) で 表 
す。 また， 試料が 2 線 以上から なる もの は， 重なり合った 部分 を 避け， その 1 線に ついて 試験 を 行い， 
ビ一ド ワイヤの 本数 を 乗じた 値で 表す。 試験 結果 は， 試験 片 2 個の 測定値の 平均値 を， JISZ 8401 に 
よって 小数点 以下 1 桁に 丸める。 

b) ァ ラミド 繊維の 場合 】181^017の8.5 3) (標準時 試験） に 規定す る 方法に よって 行う。 引 張 強さ は， 
キロ ニュートン （ kN ) で 表す。 試験 結果 は， 測定値 を JIS Z 8401 によつ て 小数点 以下 1 桁に 丸める。 



著^ 土- により 康呀 での ««, R 戴 等 は 禁止され てお り ます。 
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8.4 裏 布の 引 張 試験 

裏 布が すだれ : おの 場合 は， たて 糸の 方向から， 裏 布が 平織 布の 場合 は， たて 糸 及びよ こ 糸の 両方 向から， 
試験 片 として 幅 10mm の 布 層 （すだれ 織布 は 最も 内側に ある 層 を ト レツ ド部 中央 下の 位置から 測定す る。） 
を 採り， J1SB 7721 に 規定す る 等級 1 級 以上の 引 張 試験機 を 用いて， すだれ 織の 場合 は a) 又は b)， 平織 布 
の 場合 は b) に 従い， 裏 布の 引 張 強さ を 測定す る。 引 張 速さ は， 毎分 200 mn ！〜 300 mm とし， 試験 片 のっか 
み 具 間の 距離 は 20 mm 以上と する。 試験 室の 標準 温度 及び 標準 湿度 は， JISK 6250 の 6.1 (試験 室の 標準 
温度） 及び 6.2 (試験 室の 標準 湿度） による。 

a) A 法 幅 10mm の 試験 片の各 コードが 同時に 切断した ときの 最大の 引 張力 を 測定し， 次の 式に よって 
引 張 強さ を 算出す る。 試験 結果 は， 試験 片 3 個の 測定値の 平均値 を， JISZ 840.1. によって 小数点 以下 
1 冷 行に ヌ しめる。 

T S P 

ム =— X —— 

b PR 

ここに， L'. 引 張 強さ （N/mm) 

S: 引 張力の 測定値 （N) 
b ： 試験 片の幅 （mm) 
P' 実際の プライ 数 
PR ： プライ レー ティング 

b) B 法 幅 1.0mm の 試料の 単 糸 ごとの 最大の 引 張力 を 測定し， その 和 を 求め， 次の 式に よって 引 張 強 
さ を 算出す る。 試験 結果 は， すだれ 織布の 場合 は 試験 片 3 個の 平均値， 平織 布の 場合 は， たて 糸 及び 
よ こ 糸 別に 得られた 値の 各 1 個の 平均値 を， JISZ8401 によって 小数点 以下 I 桁に 丸める。 

S' P 



引 張 強さ （N/mm) 

単 糸 引 張力の 総和 値 （N) 

試料の 幅 （mm) 



L'=- 

b PR 

ここに， L' 
S' 
b 
P 

PR: プライ レー ティ 
8.5 剝離 試験 

8.5.1 ゴム 及び 布 間の 密着 強さ 

ゴム 及び 布 間の 密着 強さ は， 次に よる。 

a) すだれ 織布の 場合 は， 試料から ト レツ ド ゴムに 接する すだれ 織布 層の たて 糸の 方向に 平行に 幅 約 15 
mm の 1 片を 採り， その 一端で 耳 部 を 切り去る。 トレッド ゴムに 接する 布 層 を， トレッド ゴムから 一 
部分 S I き剝 がした 後， たて 糸に 直角 に 測定 し て 幅 1 mm のす だ れ 織布 層 を 残して 両側 の 余った す だ れ 
織布の 糸 を 抜き去り， 試験 片を 作製す る。 この場合 その他の 布 層 は， 全て トレッド ゴムに 接する 布 層 
に 付けた 状態と する。 

なお， 平織 布の 場合 は， たて 糸 及びよ こ 糸の 方向に， すだれ 織布の 場合と 同様に 試験 片を 作製す る。 

b) 次に， トレッド ゴムの 模様 を 削り取り， ほぼ 平滑に した 後， 剥離 試験機 を 用い， 試験機の 上部つ かみ 
具に トレ ッ ド ゴム 側 を 挟んで 毎分 25±2.5 mm の 速さで 剝 離させ， 剝 離に 要した 引 張力の 曲線 を 自動 
記録 装 K によって， その 波状 各部の 頂点 （数値の 高い 側） の 平均値 を 求め， これ を 密着 強さと する。 

c) 密着 強さ は， N/mm で 表し， 試験 結果 は， すだれ 織布の 場合 は 試験 片 3 個， 平織 布の 場合 は 2 個 （た 
て 糸 及びよ こ 糸 方向に 採った 各 1 個） の 測定値の 平均値 を， .IIS Z 8401 によって 小数点 以下 1 桁に 丸 
める。 



著作 ffr はに よ り 無断での':' ー"1， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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d) 試験 室の 標準 温度 及び 標準 湿度 は， JIS K6250 の 6.1 (試験 室の 標準 温度） 及び 6.2 (試験 室の 標準 湿 

度） による。 
8.5.2 布 及び 布 間の 密着 強さ 

試料 か ら すだれ 織布 第 1 層の たて 糸の 方向 と 平行に 幅 20 mm の 試験 片 と を 切 り 採り， そ の 一端で 両側 を 
残して 幅 10 mm のす だれ 織 第 1 層 を 一部分 引き剥がし， その 両側に 隣接す る 糸 を 1 本ず つ 抜き去る。 次に 
トレ ッ ドの 模様 を 削り取って ほぼ 平滑に した 後， 8.5.1 の 場合と 同様の 方法で 試驗を 行う。 

剝離 する とき は， なるべく すだれ 織布 第 1 層に ゴム を 付着 させない よう にす る。 
8.6 プラン ジャー 試験 

試料に 同 じ 呼びの チュー ブを 封入 し， タイヤ に 適合す る リムに 装着して チュー ブ内 に 350± 10 kPa の 空 

気圧 を 加える。 

試験 装置 は， 直径 8.0±0.1 mm で 先端が 半球 状の ブラ ン ジャー を 毎分 50±2.5 mm の 速さで タイヤに 押し 
付ける ことができる もの を 用いる。 

測定 は プラン ジャー を タイヤ 軸に 垂直に， できるだけ タイヤの 中央部に 近い トレ ッ ド パターン 突出 部に 
毎分 50±2.5 mm の 速さで 押し付けて 行う。 次に， タイヤの 外周 を ほぼ 4 等分した それぞれの 位置で， 夕 
ィ ャが 破壊す る 直前の 押 込み 力 及び ブラ ン ジャーの 移動 量 を 測定す る。 タイヤが 破壊し ないで ブラ ンジャ 
一が リムに 達する 場合 は， リムに 達する 直前 の 値 を 記録す る 。 

各位 置に おける 破壊 エネルギー は， 次の 式に よって 算出す る。 

FxP 

W= 

2 

ここに， 『- 破壊 エネルギー （J) 
F: 破壊 時の 押 込 力 （N) 
P ： プラン ジャーの 移動 量 （m) 

タイヤの 破壊 エネルギー は 4 か 所の 測定値の うち， 最高 値と 最低 値と を 除き， 残り 2 個に ついて 上の 式 
によつ て 得た 各位 置に お ける 破壊 エネルギー^の 平均値 を， JIS Z 8401 に よ つて 小数点 以下 1 桁に 丸め る 。 
8.7 タイヤの リム 外れ 水圧 試験 
8.7.1 試験 装置 

試験 装置 は， 手押し 水圧 試験 用 ポンプ 又は これに 相当す る ものに 内径が 3 mm 以上の 耐圧 ホース 又は パ 
ィ プを導 や？ に 用い， チューブに 連結で きる よ う にした 装置 を 用いる。 導管の 長さ は 2 m 以内と する。 

試験 用 リム は， JISD 9421 に 規定す る リムで， 左右 対称の もの を 用いる。 ただし， 受渡 当事者 間の 協定 
によって J1S D 9421 の 規定 外の リム を 使用す る こと がで き る 。 
8.7.2 試験 方法 

供 試 タイ ャ は 8.7.1 の 適用 リム に 装着 し ， 導管に よ つ て 水圧 試験 用ポ ン プに 連結し， チュー ブ 内の 空気 を 
抜いた 後， 徐々 に 圧力 を 加え， ビー ド 部が 正常な 位置になる ように 調整し， 再び 内圧 を徐々 に加える。 内 
圧 は 表 1 〜表 3 に 規定す る 標準 空気 圧まで は， 徐々 に加え， その後 は 毎分 100±10kPa の 割合で 昇 圧する。 
ビー ド 部の 1 か 所が 外れた 時点の 内圧 を 読み取り， リ ム 外れ 内圧と する。 指針の 読み は 針が 安定した と き 
を 読み， 測定 単位 は〗 00 kPa とする。 
8.8 走行 耐久性 試験 
8.8.1 試験機 

試験機 は， タイヤ を ドラム 面に 垂直に ドラムの 中心に 向かって 押し付け， ドラムの 回転に よって タイヤ 
力 《連動す る 構造と する。 ドラム は 鉄製で， 表面が 平滑と し， 外径 は 760±10 mm, 幅 は 試験 を 行う タイヤ 



著作 «ti ねこ よ I 麵 W での |HW は禁 II： されて お り ます。 
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の 呼び 幅の 2 倍 以上と する。 ドラムの 表面に 軸 方向に 平行に， ドラム 幅と 等しい 長さの 鋼製の ショ ッ クバ 
一 2 個 を， 外周に 等 間隔に 取り付ける。 

シ ョ ッ クバ 一は， 断面の 幅 10±0.1 mm, 高さ 5±0.1 mm の 長方形と し， 角の 曲率 半径 は 1.0±0.05 mm 

とする。 

8.8.2 試験 方法 

試料に 同じ 呼びの チューブ を 封入し， タイヤに 適合す る リムに 装着す る。 チューブ 内に 表 1 〜表 3 に規 
定 する 標準 空気 圧 を 加える。 次に， タイヤ を ドラム 面に 垂直に 表 1 〜表 3 に 規定す る 最大 負荷で 押し付け， 
ドラムの 回転に よって タイヤ を 回転させる。 ドラムの 表面 速度 は 毎時 40±4 km とし， ドラム 表面の 走行 
距離が 表 4 に 規定す る タイヤの 呼び 別の 走行 耐久 距離に 到達す るまで 走行 試験 を 行い， タイヤの 状態 を 調 
ベる。 

なお， 試験 室の 温度 は， 試料から lm 以上 離れた 位置で 測って 25±10 °C とする。 
8.9 サイ ド ゴムの オゾン 劣化 試験 
8.9.1 試験 片の 採取 作製 

試験 片の 採取 作製 は， 次のと おり 行う。 

a) タイヤ を 長さ 60 ram X 幅 55 mm に 切断 し ， これ を 試験 片 とする。 

b) この 試験 片を 60±2 °C で， 1 時間 恒温 槽で 熱処理 後， 丸 棒 （015 mm) に 巻き付けて， 平滑な 短冊 状 
にす る。 

8.9.2 試験 方法 

試験 方法 は JISK 6259 による。 この場合， オゾン 濃度 は， 250 土 50ppb， 試験 時間 は 16 時間と する。 た 
だし， タイヤの 締付け 部の 5 mm 以内 は 試験の 対象と しない。 

9 製品の 呼び 方 

製品の 呼び 方 は， 規格 番号 又は "自転車 用 タイヤ" （名称） 若しくは "運搬 車 用 タイヤ" （名称)， 及び 夕 
ィャの 呼びに よる。 

例 1 J IS K 6302 26Xl 3 / 8 

例 2 自転車 用 タイヤ 20X1.50 

例 3 運搬 車 用 タイヤ 26X2 

10 表示 

タイヤに は， 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 

a) タイヤの 呼び 

b) 標準 空気 圧， M 大空 気圧え は 推 還^^ 1 龍隱 

例 1 標準 空気 圧 300 kPa 
例 2 最大 空気 圧 350 k.Pa 
例 3 推奨 空気 圧 範囲 250 — 350 kPa 

c) _ …製造 塞 者 名 X はえ り墜 

d) 製造番号 又は 製造 記号 



著作権法 により 無断での 復 M, 転載 等 は S 止されて おります。 



附属 書 JA 



J IS と 対応 国際規格との 対比 表 



.IIS K 6302:2011 自転車 一 タイヤ 



ISO 5775-1 ： 1997 Bicycle tvres and rims — Part 1 : Tyre designations and dimensions 



1 適用 範囲 



3 用語 及び 



3.1 タイヤ 

の 呼び 



J IS 1) 9111 に 規定す る 

自転車 及び 運搬 車に 用 
いる 空気 入 り タイヤに 
ついて 規定 。チュー ブラ 
タイ ャ 及び チューブ レ 
ス タイヤ は 適用 外。 



タイヤの 呼び は "（タイ 
ャ 外径の 呼び） x (タイ 
ャ 幅の 呼び）" 又は "（タ 
ィャ 幅の 呼び） 一 （リム 
径の 呼び） I 



4.1.2 



SS リム， Cff# リムに 取り 
付ける ワイヤー エツ ジ夕 
ィャと HB リムに 取り付 
ける ビー デッ ド エツ ジタ 
ィャ について 規定。 編み 
上げ チューブ タイヤ 及び 
非 空気 タイヤ は 適用 外。 



SS 及び C 形リ ム 用の タイ 
ャ ： （呼び 断面 幅 mm) — 
(リムの 呼び 径 mm), HB 
リ ムに 取り付ける ビー デ 
ッド エッジ タイヤ： （外径 
コード） X (呼び 断面 幅 
コード） 

JIS で 用いられ ている 旧 
マーキング を 括弧 付きで 
追加しても よいと した。 



追加 



運搬 車 用 タイヤ は ISO 規格な し 。 JIS で 

は タイヤ 幅 の 呼びが 1 3 / 4 以上の 運搬 車 
用 タイヤ を 適用 範^と している。 



J1S では， 一部に タイヤ 外径の インチ 記 

号， タイヤ 幅の インチ 記号で 呼称す る 夕 
ィャ が规定 されて いる。 日本で は， 自転 
車の 大き さ 及び 一部の 種類の タイヤ サ 
ィズを 呼称す るのに， いまだに イン チサ 
ィズ による 呼び 標記 力 i 使わ れ ている。 こ 

れを ISO 規格と 同じ ミリ メート ル 表記 

に 改めた 場合， リムの 呼びと の 相関 に 混 

乱 を 招 く ので， 従来の 呼び を 踏襲し ISO 

規格の 呼び を 併記した。 

な お ， ISO 規格で も 旧 マーキン グ 体系 

力 《使用 されて いる 国の 顧客 を 考慮 し て， 
旧 マーキング を タイヤ サイ ズの 前後に 
括弧 付 き で 追加 しても よいと 規定され 
ている。 



我が国の 事情に よって， j is 
に 追加した。 ISO 規格の 改正 

提案に ついては 検討す る。 



我が国の 事情に よって， タイ 
ャの 呼び を 併記して いる。 

ISO への 改訂 提案に ついては 

検討す る。 



ス 



■S の 規定 



及び 題名 



内容 



(III) 国際規格の 規定 



内容 



(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 ^ 

価 及び その 内容 



との 評 



と 



の 評価 



技術的 差異の 内容 



(V)JIS と 国際規格との 技術 

的 差異の 理由 及び 今後の 対策 



} 際格号 

ひ 国規番 



3.2—3.17 



6 タイ ャの 
寸法 

6.1 タイヤ 

の 総 幅 
6.2 タイヤ 
の 外径 
6.3 使用 時 
に おける 夕 
ィャの 寸法 
測定 



用語の 説明 

適用 リ ムが J IS D 9421 

に 規定され ている こ と 
を 記載。 



4 種類 


用途に よって， 自転車 用 
と 運搬 車 用に 分類。 ビー 
ド 部の 形式に よって 3 

種類に 分類。 


5 ets 兀 


表 1 〜表 3 で タイヤの 種 
リ ごとに 諸元 を 規定。 



タイヤ^ 幅の 増加 量 は 

3 mm を 超えて はなら な 

レ ^ 

タイ ャの 外径の 増加 量 
は 6 mm を 超えて はなら 

ない。 

ISO 規格の 測定 方法に 
加え， 外径， 総 幅の 測定 
器 を 具体的に 記載。 



4.2.3 
5.2.4 



4.2 



4.4 

5.3 



適用 リムに よって 2 種類 

に 分類。 



タイヤの 種類 ごとに 諸元 
を 規定。 



使用 時 最大 幅， 使用 時最 
大 外径 を 規定 



適用 リムに タイヤ を 装着 
し， 標準 空気 圧 を 充塡し 
て 24 時間お 過 後に， 負荷 
を 加えない 状態で 測定す 
る。 



追加 



追加 



追加 



追加 



JIS で は こ の 規格で 用 いる 用語 を 追加し 

ている。 



我が国で は 重量 物 運搬 用の BE 
市場に 流通して おり， 形式 を 追加して レ: 

る。 



JIS では， タイヤの 呼び ごとに 適合す る 
リム を 具体的 に 明示 するとと もに タイ 
ャの総 幅， 外径 を 規定， ISO 規格で は 呼 
ぴ 断面 幅 ご と に 測定 リ ム 幅， タイヤの 断 
面 幅， 高さ を 規定して いる。 
表の 形式 は 変更して いる 力 5 ， 今回の 改正 
によって W0 タイ ャ 及び HE タイヤの 幅 
及び 外径 を ISO 規格に 準じて 整合 を 図 
り ， ISO 規格 に はな い BE タイヤ は 旧規 
格の 数値 を 踏襲して いる。 



ISO では 使用 時 最大 幅， 使用 時 最大 外径 

の 計算 方法が 明示され てレ ^ る 。 



JIS で は ， 測定 現場で 混乱 しないよう 測 

定器を 明示して いる。 



用語の 説明 を 明確 { 
で， 実質的な 差異 はな レ 



我が国の 流通の 現状から JIS 
に BE タイヤ を 追加した。 ISO 
規格の 改正 提案に ついては 検 
討す る。 



我が国の 流通の 現状から J1S 
に BE タイヤ を 追加した。 ISO 
規格の 改正 提案に ついては 検 
討す る。 



実質的な 差異 はな レ、 



測定器 を 明確 i 
実質的な 差異 はな レ 



(I)JIS の 規定 



箇条 番号 
及び 題名 



内容 



(III) 国際規格の 規定 



内容 



(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 、 

価 及び その 内容 



との 評 



箇条 ごと 
の 評価 



技術的 差異の 内容 



(V)JIS と 国際規格との 技術 

的 差異の 理由 及 び 今後 の 対策 



} 際格号 

a 国規番 



1 払 

K6302 ： 2011 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 5775-1:1997, MOD 

注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

一 削除 国際規格の 規定 項 目 又 は 規定 内容 を 削除して いる。 

一 追加 国際規格に な レ ゝ 規定 項 目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

注記 2 JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 



(I) JIS の 規定 


(II) 

国際 
規格 
^"可 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 ご と の 評 
価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術 
的 差異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 

J^pL 口 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




7 品質 
7.1 外観 

7.2 性能 


タ ィ ャの 外観に ついて 

規定。 

タ ィ ャの 性能 を 自転車 
用 タイヤ 及び 運搬 車 用 
タイヤに 分けて 規定。 








追加 
追加 


JIS マーク 制度 を 運用す るた め 具体的な 

品質 及び その 試験 方法 を 規定 している。 

JIS マーク 制度 を 運用す るた め 具体的な 

品質 及び そ の 試験 方法 を 規定して いる。 


ISO 規格の 改正 提案に ついて 

は恢 3す 9 な。 

相 枚の！ 11 な TP i ^安いつ 1 、て 
lb\J 祝 やさ レン じ 乂 lute 杀 t し ソ レュ 、 

は 検討す る。 


8 試験 方法 






一 


― 


追加 


JIS マーク 制度 を 運用す るた め 具体的な 

品質 及び そ の 試験 方法 を 規定して いる。 


ISO 規格の 改正 提案に ついて 

は 検討す る。 


9 製品の 呼 
び 方 


夕 ィ ャの 呼び 方 を 規定。 








追加 


JIS では 取引 の 合理化 を 確保す る た め規 

定 している。 


ISO 規格の 改正 提案 について 

は 検討す る。 


10 表示 


タイヤの 呼び， 標準 空気 
圧 若し く は 最大 空気 圧 
又は 推奨 空気 圧 範囲， 製 
造 業者 名， 製造番号 を 表 
示。 




4.1.5 
4.1.3 


タイ ャの 呼称 は タイ ャの 
側面に 記載。 

回転 方法， 推奨 空気 圧， 
又は 最大 空気 圧， その他 
の 特性 表示 を 追加。 


追加 


JIS では 製造業 者， 製造番号の 表示 を 追 
加して いる。 JIS では 消費者の 利益 を 確 

保す るた め 項目 を 追加して いる。 


ISO 規格の 改正 提案に ついて 

(ま恢 9 な。 








Annex 
A 


旧 マ一 キング 


削除 


JIS では 表 1 及び 表 2 の タイヤの 呼びに 
規定した ため 削除。 


実質な 変更 はない。 
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自転車— タイヤ 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定' 記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

自転車 用 タイヤの 規格 は， 昭和 25 年 3 月に 制定され， その後， 昭和 36 年， 44 年， 57 年 及び 平成 6 年 （以 
下， 旧規 格と いう。） に 材料 変遷に 伴う 規格 改正 を 行い， 今回の 改正に 至った。 この間， 昭和 51 年に は， 
二輪 自動車 用 ゴム タイヤの 規格 を 分離し， J1S K 6366 (二輪 自動車 用 ゴム タイヤ） を 新設 するとと もに， 
水圧 試験， 走行 耐久 試験な ど 動的 性能 を 規定した。 さらに 平成 6 年の 改正に おいて， 国際 単位 系の 導入が 
図られた。 

また， 自転車 用 タイヤの 諸元 (JISD9112) は， 昭和 40 年 3 月に "自転車 用 タイヤの 種類" として 制定 
され， 昭和 52 年に 名称 を "自転車 用 タイヤの 諸元" に 改めた。 さ ら に 平成 3 年の 改正で 1988 年 発行の ISO 
5775-1， Bicycle tyres and rims -Part 1: Tyre designations and dimensions の 国際規格 と の 整合 を 図った。 

今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， J1S 原案 を 作成した。 この JIS 原 
案 を 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 23 年 3 月 22 日付で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

今回の 改正で は， 自転車の 車輪 選択， 設計の 便に 供す る こと を 目的に 自転車 用 タイヤの 品質， 試験 方法 
及び 表示に ついて 定めた 旧規 格， 及び 自転車 用 タイヤの 諸元 を 定めた JISD 9112:1991 (自転車 用 タイヤー 
諸元） の 統合 を 行い， 規格 名称が "自転車 一 タイヤ" である この 規格に 改正した。 

同時に， 1997 年に 発行され た ISO 5775-1, Bicycle tyres and rims -Part 1: Tyre designations and dimensions 
の 国際規格との 整合 を 図った。 

なお， 規格の 统 合に 際して JISK6302 を 踏襲し， JIS 9112:1991 は 廃止した。 

3 審議 中 に 特 に 問 題と なった 事項 

タイヤの 寸法 （本体の 表 1 〜表 3 の タイヤの 呼び） は， 国内の 実態に 合って いないとの 意見が あった。 
この タイヤの サイズ は， ISO 規格の 基举に 合わせる のか， 又は 国内の 使用 実態に 合わせて いく のか 方向 性 
を 決める 必要が あ り， また， サイ ズを 変更す るに は 国内の 使用 実態 及び 海外の JIS 工場の 生産 状況 を 調査 
する 必要が あるた め， 今回の 改正で は サイズ を 変更し なかった。 次回の 改正で は， 国内の 使用 実態の 調査 
を 行い， サイズの 変更 を 実施す る ことと した。 



解 1 

看' 作 權 法に よ り 鲡 断での 《»， 転 戮等は 禁止 さ れ てお り ま す。 
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4 適用 範囲に ついて 

この 規格の 適用 範囲 は， JISD9111 (自転車 一分 類 及び 諸元） に 定める 一般 用 自転車， 幼児 用 自転車， 
三輪 自転車， 電動 アシス ト 自転車 及び 特殊 自転車の 全 車種に 用いる 空気 入り タイヤ 並びに 運搬 車 用 タイヤ 
とした。 ただし， 主に 競走 車に 使用され る チューブ 状に 縫い合わせた "チュー ブラ タイヤ" は ISO 規格に 
準じ， 従来 どおり 除外した。 また， チューブ を 使わない "チューブ レス タイヤ" も 除外した。 

5 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 引用 規格 （本体の 箇条 2) JIS K 6251 (加硫 ゴムの 引 張 試. 験 方法） が 改正され， 規格 名称が" 加硫 ゴ 
ム及 び热可 塑性 ゴム 一 引 張 特性の 求め 方" に， JIS K 6259 (加硫 ゴムの オゾン 劣化 試験 方法） が 改正 
され， 規格 名称が "加硫 ゴム 及び 热 可塑性 ゴム ー耐 オゾン 性の 求め 方" に 変^され た。 '； 1 似^ 験 機の 
引用 規格で ある J1SK6251 が 改正され たため J1SZ 2241 (金属 材料 引 張 試験 方法) 及び JISB 7721 (引 
張 試験機 • 圧縮 試験 楼 一力 計測 系の 校正 方法 及び 検証 方法） に 変更した。 JIS K 6250 (ゴム 一 物理 試 
験 方法 通 刖）， JIS Z 8401 (数値の 丸め 方） を 追加し， J IS B 0601 [製品の^ 何 特性 仕様 （GPS) — 表 
面 性状： 輪郭 曲線 方式 一 用語， 定義 及び 表面 性状 パラメータ] を 削除した。 

b) 用語 及び 定義 （本体の R[ 条 3) 従来の J1SD 9112 の 用語の 規定 を 記載し， "タイヤの 呼び"， "設計 寸 
法" "推奨 空気 圧 範囲"， "PR (プライ レー ティング）"， "運搬 車 用 タイヤ"， "トレッド"， "ビー ド 部"， 

"サイ ドウ オール"， "裏 布" 及び "プライ" を 追加した。 

c) 種類 （本体の 箇条 4) 従来の J1SD 9112 の 種類の 規定 を 記載した。 タイヤの 種類 は， 用途 及び ビー ド 
部の 形式に よって 区分す る こと を 追加した。 

d) 諸元 （本体の 箇条 5) 次に 示す 従来の J1SD 9112 の 諸元 を 規定した。 

1) タイヤの 呼び 本体の 表 1 〜表 3 に 示す タイヤの 呼び は， （タイヤ 外径の 呼び ） X ( タイヤ 幅の 呼び） 
とし， インチ 記号に よる。 幅の 呼び は， WO タイヤ 及び BE タイヤ は 分数で 表し， HE タイヤ は 小数 
で 表すと した。 

参考と して， ISO 5775-1 で 定める 自転車 タイヤの 呼びと， 欧州の 慣用 呼称 を， 次に 示す。 
例 JIS の 呼び ： 26 X 1 3/8= (タイ ャ 外径の ィ ンチ 記号） X (タイ ャ 幅の ィ ンチ 記号） 
ISO 規格の 呼称 ： 37 — 590= (タイヤの 呼び 幅 mm) — （リム ビー ドの 呼び 径 mm) 
欧州の 呼称： 650X35A (又は 650A) = (タイヤの 呼び 外径 mm) X (タイヤの 呼び 幅 mm- 
対応 リムの 内 幅の 記号） 

タイヤの 呼び を 現状で ISO 規格に 整合した 場合， リムの 呼びとの 相関に 混乱 を 招く ので， この 規 
格 は 従来の 呼び を 踏 観し， ISO 規格の 呼び を 併記した。 

2) 適用 リム 適用 リム は， 通常， JTSD 94 2 1 (自転車 一 リム） に 規定され ている 範囲と した。 一般的 
に は タイヤ 及び 適用 リムと は 同一 呼称と なって いる 力ち W0 タイヤ 及び HE タイヤの 一部に は， 夕 
ィ ャの 呼び 及び 異な る 呼びの リム を 適用す る 場合が あ るた め， これら を 用途の 機能 に応 じ た 特例 と 
して 規定した。 表 1 の W0 タイヤに ISO 5775-1 に 規定す る SS リム， CT リム を， 表 2 に HB リム を 
追加した。 

なお， 表 3 の BE タ ィ ャの 適用 リムのう ち 呼び 26 X 2， 2 1/2 及び 3 の リム は， 昭和 49 年の JIS D 9421 

改正 時に， 対象 を 一般 用 自転車に 用いる ものに 限定した ため 削除され た。 BE リムの 形状， 形式 も そ 
の 後の 改正に よって 統合 単純化され ており， この 規格で は これらの 適用 リム を BE として 種類 だけ 
規定した が， これらの リム は 重量 運搬 用に 現用され ている ので， これらの リム を， 解説 表 1 に 示す。 

解 2 

著作 集 法に よ り * 断での 》«, 転載 等 は 禁止され て お り ま す。 
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3) 設計 寸法 設計 寸法 は， 新規の タイヤ 設計 時の 基準 を 示す とともに， 自転車の 開発 • 設計に 際して 
草 輪の 選択' 設計の 参考に 供す る こと を 目的と して 規定す る。 今回の 改正で は， WO タイヤ 及び HE 
タイヤの 幅 及び 外径 を， ISO 5775-1 に準じて 整合 を 図り， BE タイヤ は 旧規 格の 数値 を 踏襲した。 

4) 標準 空気 圧 タイヤの 空気 圧 は タイヤに 負荷され る 質量 （自転車の 自重， 積 荷の 重量 及び 乗員の 体 
重） 及び 常用 速度に 対応して 異なって くる 力 も この 規格に 示す 標準 空気 圧 は， JISD9111 に 示され 
た 諸元， その他 各 車種 ごとの 一般的な 使用 条件に 基づき， タイヤの た わみ 率 を 勘案し， 性能 を 有効 
に 発揮させる ため 推奨す る 空気 圧で， タイヤ 寸法 測定な どの 基本条件と して 設定した ものである。 

なお， IS0 5775-1 では， タイヤの 垂直 方向の た わみ 率 は 30% を 超えて はならない と 定め， 空気 圧 
の 下限 を 規定して おり， 解説 表 2 に 示す。 



解 3 

著作 梅 法に より 無断での SW， « 載 等 は 禁止され ております。 



なお， 現行 J1S D 9421 では BE- 1 だけ を 規定して いる 力 5 ， 26X〗 3/4 では BE-4 の もの も 現用され 
ている。 
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解説 表 2 -空 気圧の 下限 



タイヤの タイプ 


空気 圧の 下限 (kPa) 


夕 ィ ャの 幅の 呼びが 25 mm 以下の タイヤ 


300 


オン ロー ドで 使用 される タイヤ 


200 


オフ ロー ドで 使用 される タイヤ 


150 



5) 最大 負荷 タイヤの 最大 負荷 は， JISD 9111 に 示す 車種 別使 用 条件な ど を 参考と し， 最近に おける 

各種 自転車の 設計 質量 を 調査の 上， 前後 車輪の 負荷 比率に 基づき 算出した 後， 車輪の 質量 値 及び 次 

に 示す TRA (Tyre and Rim Association) の 質:! T 計算 式 を 用いて 算出した 質量 値と を 勘案して， 最小 

単位 を 5kg と した 数値で ある。 

ff=^x4,ox io" 4 xp°- 585 x5 139 (aH 

'つ' c c 180° -sin-'^,/^) ( 、 
ししに， S = S,x ^-^ ~ ― (mmj 

141.3 

W. 質量 （kg) 

P ： 空気 圧 （kgf/cm 2 ) 

K ： 質量 係数 一 

S Y ： タイヤの 総 幅 （mm) 

W l ： 適用 リムの 内 幅 （mm) 

D x ： 適用 リムの ビー ド径 （mm) 

なお， 質量 係数 K は， 車種， 常用 速度 及び タイヤの 呼びに よって 定められる 常数で あり， この 場 

合 は 0.9〜1.1 を 採用した。 また， 最大 負荷 は， タイヤの 使用 条件に 対応した 走行 寿命 を 経済的 面 か 

ら 考慮し， 推奨す る 最大の 負荷の 意味で ある。 

タイヤの 寸法 （本体の 箇条 6) ISO 5775-1 では， 自転車 設計 時の フレーム 体 • 前 ホーク 及び タイヤ 間 

の クリアランス の 検討の ため， 使用 時の 最大 成長 寸法 （Maximum tyre dimensions in service) の 計算 方 

法が 明示され ている。 この 規格で は ISO 5775-1 に^じて， "6.1 タイヤの 総 幅" 及び "6.2 タイヤの 外 

径" の 上限 を 規定した。 従来， 成長 総 幅 及び 成長 外径と していた が， 分かりに くいとの 指摘が あり 削 

除した。 

使用 時に おける タイ ャの 寸法 測定 （本体の 6.3) 従来の J1S D 9112 の タイヤ の 寸法 測定の 規定 を 記載 

した。 従来， 標準 空気 圧で 測定して いたが， 本体の 箇条 10 の 表示に 最大 空気 圧， 推奨 空気 圧 範囲 を 追 
加 したため， 標準 空気 圧で な レ 、場合が ある ことから 表示 空気 圧 に 変更 し た 。 

耳 ゴムの わん 曲 試験 （本体の 8.2) 従来の 試験 は 常温 • 常 湿で 行う と していた 力、 試験 室の 温度 及び 
湿度 を 明確に する ため J1SK62S0 の 6.1 及び 6.2 を 引用し， 試験 室の 温度 は 23 °C±2 °C， 湿度 は 50 
±10% に 変更した。 8.4 及び 8.5 も 同様に 変更した。 

ビー ド ワイヤの 引 張 試験 （本体の 8.3) 硬 鋼線で は， 引 張 試験 方法の 引用 規格で ある J1SK 6251 が改 
正された ため J1SZ 2241 に 変更した。 ァラミ ド 繊維で は， JIS L 1017 の 改正に 伴い 引用す る^ 条を変 
更 した。 試験 結果の 数値の 丸め 方 は， JIS Z 8401 に よる こと を 追加 し た.:, 

裏 布の 引 張 試験 （本体の 8.4) 5 1 張 試, 験 機の 弓 I 用 規格で ある JIS K 6251 が 改正 さ れた た め JIS B 7721 

に 変更した。 また， 引 張力 を 測定 するとき に， 破 断 力が 最大 力で ない 場合 も あり， 最大の 引 張力に 変 
更 した。 

ゴム 及び 布 間の 密着 強さ （本体の 8.5.1) 試験機の は く 離の 速さ 25 mm に 許容 差 土 2.5 mm を 追加した。 
プラン ジャー 試験 （本体の 8.6) チュー ブ 内の 空気 圧 350 kPa に 許容 差士 1 kPa を 追加 し た。 
試験 方法 （本体の 8.7.2) 内圧 を 加 える 速度 100 kPa に 許容 差 土] kPa を 追加 し た。 

解 4 



著作権法 により 無断での 複製， に. に 4 は',': 止されて おります。 



20 

K6302 ： 2011 解説 



m) 試験機 （本体の 8.8.1) 従来， ドラム 表面の 粗 さは， JiS B 0601 に 規定す る 表面 粗 さ （最大 高さ） を 
数値で 規定して いた 力ぶ， 規格の 改正に よって， 表面 粗 さの 褪囲を 指定 しないと， 試験 時 ごとに 測定し 
なくて はなら なくなる。 しかし 現状で は， ドラムの 表面 は 機械 加工され ていれば， 試験に 影響がない 
ため， 表面 粗 さの 規定 を 削除し， "表面が 平滑" と 文 言 を 変更した。 
n) 試験 方法 （本体の 8.8.2) ドラムの 回転 速度 は， ドラムの 表面 速度に 変更した。 
o) 試験 片の 採取 作製 （本体の 8.9.1) 熱処理の 温度 60 °C に 許容 差 ±2 °C を 追加した。 
p) 試験 方法 （本体の 8.9.2) 試験 時間 は 旧規 格で は 原則として 16 時間と していた 力 む "原則として" は 

不要で あり 削除した。 
q) 製品の 呼び 方 （本体の 箇条 9) 製品の 呼び 方 を 追加した。 

r) 表示 （本体の 箇条 10) タイヤに は "標準 空気 圧" を 表示して いる 力、 IS05775-1 では "最大 空気 圧" 
を 表示 するとし ている ことから， "最大 空気 圧" を 追加した。 また "最大 空気 圧" 及び "最小 空気 圧" 
の 両方 を 表示して いる タイヤ も あり， "推奨 空気 圧 範囲" を 追加した。 

6 懸案 事項 

今 回 の 改正に 当たって 懸案 事項と して 残された 事項 は， 次のと おりで ある。 

a) タイヤの 呼び 旧規 格の タイヤの 呼び は インチ 記号で （外径の 呼び） X (径の 呼び） と 定めて いる 力 s， 
インチ 記号と いう 表現が 分かりにく いとの 指摘が あった。 審議の 結果， 今回 は 次の 理由に よ り 従来の 
呼び を 踏襲す る とともに ISO 規格に 規定の ある 呼び は， 本体の 表 1 に 併記す る こ ととした。 

1) JIS D 9111 において， 3 諸元で 自転車の 車種の 区分 を 自転車の 長さ • 幅， サドル 最大 高さ， ブレー 
キ レバーの 開き 及び 車輪の 径の 呼びで 定めて おり， この 車輪の 径の 呼びが ィ ンチ 記号に よる もので 
める。 

例 JISD9111 に 定める スポーツ 車の 車輪の 径の 呼び 20 以上 28 以下 
J IS D 9.111 に 定める 子供 車の 車輪の 径の 呼び 24 以下 

2) 自転車の サイズの 表現が， 慣用 的に 車輪の 径の 呼び を 用いて "24 形， 26 形， 27 形" 又は "タイヤ 
サイズ 24， 26， 27" と 表現され ている。 

b) タイヤの 総 幅の 最小値 IS0 5775-1 では， 新たに タイヤ 総 幅の 下限の 規定が 設けられた。 国際規格の 
標準化の 流れに 沿い こ の 規格 も こ れを 踏襲す ベ きで ある せ, 現在 流通 している タイヤ の 大半 は ISO 規 
格の Old Marking によつ て 設計され ている ため， ISO 5775-1 と 矛盾 を 生じ る。 そこで， 今回の 改正で 
は 適用 を 見送り， 今後の 課題と した。 

c) タイヤの 摩耗 試験 タイヤの 性能の 項目に ト レツ ド ゴムの 耐 摩耗 性 を 加えるべき であるとの 指摘が あ 
つたが， 今回 は 次の 理由で 採用 を 見送り， 今後の 課題と した。 

1) タイヤの ト レツ ド ゴムから 試料 を 採取して 試験 片を 作成し， JISK6264 に 定める 試験機に て耐 摩耗 
性 を 評価す る 場合， 試験機に よる 差異が あるた め， 試験機 ごとに 耐 摩耗 性能の 規格 値 を 定める 必要 
が あ る。 

2) 旧規 格に 定める ドラム 式 走行 試験機 を 用いた 場合， ドラム は 等速 回転で あるた め， ブレー キングに 
よる タイヤの 引きずり を 再現で きない。 

3) 同 試験機の ドラムで は， トレッド ゴムの 摩耗が 少なく， 摩耗 試験 標準と して 新たに ドラムの 表面 粗 
さ を 規定す る 必要が ある。 

4) 一般に タイヤの 摩耗 は， 接地 面積との 相関が 大きく， 標準 空気 圧 未満での 試験 条件 を 規定す る 必要 

が ある。 

解 5 



著作 M 法に より 無 謂での »麵. « 載， は 禁止され ております。 



21 

K6302 ： 2011 解説 



解 6 



原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



(オブザーバ) 
(事務局） 



J1S K 6302 改正 原案 作成 委員会 構成 表 

所属 

東京 海洋 大学 
消費生活 ァ ドバイ ザ 一 
独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 
財団法人 日本 消費者 協会 
財団法人 製品 安全 協会 
消費生活 ァ ドバイ ザ 一 
財団法人 日 本 車両 検査 協会 
J1SCBA 代表 （財団法人 日本 品質保証 機構) 
社団法人 自転車 協会 
株式会社 シ マノ 

パナ ソニッ ク サイクル テツ ク 株式会社 
プリ ヂス トン サイ クル 株式会社 
パナソ ニック ポリ テク ノロ ジー 株式会社 

察 庁 交通 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



JIS 調査 分科会 (第 2 作業部会） 

所属 

ブ リ ヂス トンサ イク ル 株式会社 
パナ ソニッ ク サイクル テツ ク 株式会社 
パ ナソ ニック ポリ テク ノロ ジー 株式会社 
株式会社 東北 ィ ノア ック 
新 家 工業 株式会社 
財団法人 日本 車両 検査 協会 
JISCBA 代表 （財団法人 日本 品質保証 機構） 
社団法人 自転車 協会 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 

(執筆者 亀 山 勝弘) 



朗子孝 一 雄？ 秀恵薰 二 博 寛和彦 也雄彦 弘幸隆 

代 紀 

あ 哲美禎 敏^ 由 慎 政 俊^ 隆富 勝秀信 

ほ 藤 股野 持 枝 山 崎 田 保 村 € 田 原 下田 邊山 藤^: 

兵 勝 仲 剣 三 畠 矢 西 大吉び^ 松 宮山内 渡 亀 遠 坪 



名 

氏 



男 清 和 広 美 秀 恵 

満 俊 冬 常 



彦弘雄 夫郎幸 

道 勝 保 龍治秀 



屮^ 田 S 藤 崎 田 保 邊山持 下野 Q 

久 

田 竹^ 常 内 矢 西 大渡亀 倉 山中 遠 



if frt-r ;.!：；： -. り ll;:f ての: v レ;, '.':!1ゥ：;:'ス止 されて おります。 
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白 紙 



解 7 



著作 ft, せに より 應 断で «K« 等 は 禁止され てお ります。 



★.IIS 規格 票 及び JIS 規格 禁 解説に ついての お 問合せ は. 規格 開発部 標準 課まで， できる 限り', し: /- 

メール （E-tnail:sd@jsa.orjp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [{03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 関係 先への 確認 等が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
li'd がか かる 場合が ございます。 あらかじめ ご了承く ださい。 
★JIS 規格 粟の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標準化と 品質管理" に. 正 • 誤の 内容 を揭敏 いたします。 

(2) 原則として 毎月 21 U (21 日が 土蹒 日， 日曜日 又は 休日の 場合に は， その 翌日） に， "日経 産 

及び "tl 刊ェ^ 新 liT の JIS 発行の 広^欄で， 正^^が 発行され た JIS 規格 番号 及 
び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 
なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 粟が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★J1S 規格 票の ご注文 は， 出版^^ 部 出版 サービス 第一課 [FAX(O3)3583-(M62TEL<03)3583-80O2] 
—又は 下記の 当 協会 名古屋 支部， ^西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



JIS K 6302 
自転 Jt (一 タイヤ 



平成 23 年 3 月 22 R ？ H 1 行 

田 中正 躬 

発行所 

財団法人 日本規格協会 
〒】07ヌ440 Oi® 都 港 区 赤 坂 4 丁目 1-24 

http://www.jsa.or.jp/ 



札幌 支部 


〒 060-0051 


礼 市 中央 区 南 1 条來 1 丁目 5 大通 パス センタ一 ビル 1 ひ酡内 
TEL (011)261-0045 FAX (01 1 )22 1-4020 


東北 支 郎 


〒 980-08 11 


f 山 台 市 お 躯 - 港町 2 f 目 5-22 穴 吹 第 19 ftlJ 台 ビ ル内 
TEL (022)227-X336(f^ A'} PAX (02Z)266-0<>OS 


名 古 S 支部 


〒 460-0008 


名古展 市中 区栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別館 內 
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閱 西 支部 


〒 54 1-0053 


大阪市 中央 区 本 町 3 丁目 4-10 本 町 忖 ビル 内 
TEL (06)6261 -S086<ftS} FAX (06 ゅ26 卜 91 14 


広 島 支部 


〒 730-0011 


市中ば « 町 5^4 広 Wffi エ^^ 所 ビル 内 

TEL (082)22 1 -7023 FAX (082)223-7568 


四 a 支郎 


T76O-0O23 
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